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決
算
の
概
要

　
歳
入
は
、前
年
度
と
比
較
し
て
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
の
好

調
に
よ
る
寄
附
金
の
増
、
子
ど
も

未
来
基
金
取
り
く
ず
し
、
学
ぶ
楽

し
さ
日
本
一
基
金
取
り
く
ず
し

の
皆
増
に
よ
る
繰
入
金
の
増
、
灘

黒
岩
水
仙
郷
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

や
大
鳴
門
橋
周
辺
環
境
整
備
事

業
な
ど
の
大
型
事
業
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
る
市
債
の
増
が
あ
っ
た

一
方
で
、
市
民
一
人
に
10
万
円
を

給
付
し
た
特
別
定
額
給
付
金
事

業
に
係
る
補
助
金
の
皆
減
に
よ
る

国
庫
支
出
金
の
大
幅
減
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
全
体
で
は
３・
１
％

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
前
年
度
と
比
較
し

て
、
火
葬
場
建
設
事
業
、
下
水
放

流
施
設
建
設
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
係
る
費
用

増
に
よ
る
衛
生
費
の
大
幅
増
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

に
よ
る
夏
休
み
短
縮
の
影
響
に
よ

令
和
３
年
度

決
算
状
況
報
告

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率
指標 南あわじ市 早期健全

化基準
財政再生

基準R３年度 R２年度
実質赤字比率

 （普通会計の赤字から財政運営
　の深刻度を見る比率）

－ － 12.68 20.00

連結実質赤字比率
 （全ての会計の赤字から財政運営
　の深刻度を見る比率）

－ － 17.68 30.00

実質公債費比率 
 （借金の返済額等の大きさから
　資金繰りの危険度を見る比率）

13.1 13.6 25.0 35.0

将来負担比率
 （市が抱える負債の残高から将来
　財政への圧迫度を見る比率）

67.3 84.4 350.0 －

※赤字が生じない場合は、「－」と表示

資金不足比率
指標 南あわじ市 経営健全

化基準 備考R３年度 R２年度
資金不足比率

（企業会計の資金不足割合から
 経営状況の深刻度を見る比率）

－ － 20.0 会計ごと
に算定

※資金不足が生じない場合は、「－」と表示

　特定の目的のために資金を積み立
てたり、運用したりする市の「貯金」
です。（前年度比8億1,504万円増）

市民１人あたり
25 万 8,000 円

市民１人あたり
67 万 7,000 円

　施設整備など大規模な事業を行う
際に、銀行等から借入れた市の「借金」
です。（前年度比1億 445万円減）

市債残高　312 億 1,491 万円

※市民１人あたりの金額
は令和３年度末住民基
本台帳人口 45,501 人
で算出

詳しく知りたい人は二次元コードを読み取っていただき、
市ホームページをご覧ください。 令和３年度決算状況報告令和３年度決算状況報告

77

歳入　317 億 7,002 万円歳出　305 億 914 万円

会計 歳入 歳出 基金残高 市債残高
決算額 増減率 決算額 増減率 決算額 増減率 決算額 増減率

国民健康保険
（保険事業） 658,655 -0.3 649,834 0.8 24,216 29.0 0 －
国民健康保険

（直営診療所） 14,935 -41.1 14,934 -40.4 0 － 10,667 -2.6

後期高齢者医療 77,716 3.9 75,644 3.1 0 － 0 －
介護保険（保険事業） 496,870 0.4 491,187 0.5 49,149 13.7 0 －
介護保険

（介護サービス事業） 4,489 10.6 4,489 10.6 0 － 0 －

土地開発事業（企業団地） 2,972 4.9 116 -48.9 0 － 0 －
産業廃棄物最終処分事業 6,120 -39.8 5,843 -41.2 82,300 -1.6 0 －
国民宿舎事業 2,196 -19.0 2,142 -20.3 6,014 22.4 0 －

特別会計 （単位：万円、%）

下水道 決算額 増減率
収益的収入 229,756 -6.1
収益的支出 229,397 -8.5
資本的収入 169,502 2.5
資本的支出 249,637 -2.7
企業債残高 2,525,731 -1.7

企業会計 （単位：万円、%）
　市の会計は「一般会計」と、特
定の事業を一般会計から独立した
予算で行うために設置される「特
別会計」があります。その他、独
立採算により特定の事業を行うこ
とを目的に設置される「企業会計」
があります。

※一般会計決算状況を「月収 30万円
の家計」に例えた「南あわじ市の
家計簿」については、市ホームペー
ジに掲載の「令和３年度の決算概
要」をご覧ください

り
前
年
度
は
見
送
っ
た
小
学
校
大

規
模
改
造
事
業
を
実
施
し
た
こ

と
で
教
育
費
が
増
と
な
っ
た
一
方

で
、
特
別
定
額
給
付
金
事
業
の
皆

減
に
よ
る
民
生
費
の
減
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
全
体
で
は
４・
７
％

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
３
１
７
億
７
０
０
２
万
円
、
歳
出
が

３
０
５
億
９
１
４
万
円
で
し
た
。
そ
の
う
ち
令
和
４
年
度
へ
事
業
を
繰
り
越
し
て
使
う
財
源
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
は
、
11
億
６
９
６
９
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
財
政
指
数

に
つ
い
て
は
、経
常
収
支
比
率
、実
質
公
債
費
比
率
、将
来
負
担
比
率
の
全
て
が
改
善
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
市
債
発
行
の
抑
制
と
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、
健
全
で
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

基金残高　117 億 3,885 万円

自主財源
32.2%

市税
55億1,515万円
17.4%

繰越金ほか
32億7,868万円

10.4%

国庫支出金
45億4,624万円

14.3%

市債
34億3,470万円

10.8%

県支出金
20億2,827万円

6.4%

地方消費税交付金ほか
17億870万円
5.3%

使用料および手数料、
分担金および負担金
5億1,850万円

1.6%

諸収入
8億9,923万円

2.8%

地方交付税
98億 4,055万円

31.0%

民生費
84億3,077万円

27.6%

公債費
37億3,480万円

12.2%

総務費
35億1,511万円
11.5%

土木費
25億3,512万円

8.3%

教育費
32億8,434万円

10.8%

衛生費
27億1,443万円

8.9%

農林水産業費
20億8,986万円

6.8%

消防費
9億3,270万円

3.1%商工費
9億9,505万円

3.3%
議会費、災害復旧費

労働費
3億268万円
1.0%

市民１人あたり
69 万 2,130 円

市民１人あたり
69 万 8,200 円 依存財源

67.8%

諸支出金
19億7,428万円

6.5%




